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大阪大学大型計算機センター・ニュース (No.11)1973-11 

科学計算用サブプログラム・ライブラリィ (SSL)の追加

ここに示されたプログラムは，大阪大学大型計算機センター科学計算用サププログラム・ラ

イプラリィとして追加になったものです。これらサププログラムの呼び出し方は，従来のサプ

プログラム・ライプラリィと同じくフォートラン・プログラム中に CALL文で引用するのみ

でおこなえます。リンクロード時にディスクパック上のプログラムと結合処理されます。

科学計算用ライプラリィ追加一覧表

SUBRDUTINE名

単精度 倍精度 計算内容 作 成 者

ERROR DQl 2次方程式の解 鳥居達生• 都田艶子

Ql DT 3次方程式の解 ’’ 

T DERROR 代数方程式の根の補 ,, 

正と誤差評価

単精度 ICALL ERRDR(N, A, B, C, X, Y, ERR, FNDRM, EPS1, CDND) 

倍精度ICALL DERRDR(N, A, B, C, X, Y, ERR, FNDRM, EPS1, CDND) 

1. 目的

代数方程式の根の補正と誤差評価。

実係数n次代数方程式f(z)= a。zn+a,z"-1+…… +an=Oの近似根を補正し，求める根

の誤差評価を行ない，さらに，各根の条件数を求める。このサプルーチンは，現在すでにラ

イプラリィとして登録されているサプルーチン RPEQ又は DRPEQと組にして使用するよ

うに作られたものです。

2. 仮引数

N 入力 代数方程式の次数n>2

入出力に際して保存される。

A 入力 代数方程式の係数an

A(l)=a。, A(2)=a,, ……, A(n+l))=anと対応する。

入出力に際して，保存される。

メインプログラムで単精度一次元配列A(N+l),と宣言したとき N~n で

なければならない。
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B 作業用一次元配列， B(N+l)

C 作業用一次元配列， C(N+l)

X 入力 n個の根の第一近似の実部， X(N)

出力 補正された根の実部

y 入力 n個の根の第一近似の虚部， Y(N)

出力 補正された根の虚部

ERR 出力 補正された n個の近似根の絶対誤差， ERR(N)

ここでの誤差はニュートン反復における脱出直前の補正量の絶対値

FNDRM 出力 根tに対する If(?;) Iの値， FNDRM(N)倍長で計算され，単長に丸められ

る。

EPS1 出力 tにおける与えられた多項式の値を単長精度で計算したときの誤差限界，

EPS1(N) 

倍長で計算され単精度に丸める

CDND 出力 与えられた多項式に対する根の条件数， CDND(N)

収束の判定条件を満さないとき， 0とおく。

＊注＊

倍精度の場合には， A,B, C, X, Yは倍精度一次元配列。 ERR,FNDRM, EPS1, CDNDは単精

度一次元配列として宣言する。

3 備考

条件数cond(k)について。

（計算機の仮数部の桁数）一loglO(cond(k))が近似根skの有効桁数にほぼ等しい。
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単精度 ICALL Ql(A, ALPHA, BETA) 
倍精度 CALL DQl(A, ALPHA, BETA) 

1 . 目的

2次式の2つの根のうち，絶対値小の根をとりだす。

2. 仮引数

A 入力 2次式a。が十 a,z+a2の係数。

入出力の際，保存される。

ALPHA 出力 絶対値小の根の実部

BETA 出力 同じく虚部

＊注＊

倍精度のとき， A,ALPHA, BETAはいずれも倍精度宣言をする。

単精度 ICALL T(A, X, B) 
倍精度 CALL DT(A, X, B) 

1 . 目的

3次式を次のように因数分解する。

a。が十a,が＋叩z+ a 3 = (z -a) (b。が十b,z+b2)

2. 仮引数

A 入力 3次式の係数an(a。キ0)

A(l))=a。,……, A(4)=asと対応

入出力の際，保存される。

X 出力 3次式の一実根a

B 出力 2次式b。が十b,z+b2の係数。 B(l)=b。,B(2) = b,, B(3) = b2と対応する。

＊注＊

倍精度のとき A,X, Bはいずれも倍精度宣言をする。
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